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１．イネＷＣＳの生産と利用 
    
    稲発酵粗飼料用稲（以下、「ＷＣＳ用イネ」とする。）は食料の自給率

向上と水田農業の確立に向けた転作作物として極めて重要であり、飼料

の需給逼迫や価格高騰等対策として飼料自給率の向上が図られ、畜産経

営の安定化に役立っている。また、水田の有効活用（不作付け地の解消）、

水田機能の維持・環境保全、資源循環型農業の推進、地域農業・農村の

活性化等への効果が大きい。 

    さらに、ＷＣＳ用イネは湿性植物であって、我が国の夏期の高温多雨

の気象条件に適し、トウモロコシ等一般飼料作物の作付けが困難な水田

（排水不良の湿田等）でも栽培が容易である。収穫は子実の完熟前に茎

葉と子実を同時に細断・密封貯蔵し、サイレージ調製しており、稲発酵

粗飼料（以下、「イネＷＣＳ」とする。）として、基本的には地域内で生

産・利用されている。 

    イネＷＣＳの生産・利用は「水田農業ビジョン」等、地域農業振興計

画に位置づけられ、地域関係機関で構成する「水田農業推進協議会」等

を中心に耕種、畜産部門、コントラクター等が連携・協力し推進してい

る。 

このようにイネＷＣＳの生産・利用の推進は一般的に「地域水田農業

推進協議会」で実施し、耕作者氏名、水田の番地、水稲品種、生産予定

面積、需用者氏名、需用者住所、収穫予定年月日、収穫予定数量等を明

記してイネＷＣＳ利用供給協定を締結している。 

－1－



 

（１） イネＷＣＳの生産・利用の推進体制 

 
○ 備前県民局管内 

 おかやま酪農協西大寺事業所が中心になって利用農家調整 

・ 範囲：岡山市、瀬戸内市 

 ・ 収穫調製：アグリライフ岡山（岡山市） 

 邑久郷粗飼料生産組合（岡山市） 

 畜産農家本人（岡山市、瀬戸内市） 

・ 支援：備前県民局、岡山普及、市、水田協 

 
      吉備中央町水田協が中心になって利用農家調整 

・ 範囲：吉備中央町 

・ 収穫調製：アグリライフ岡山（吉備中央町） 

       畜産農家本人（吉備中央町） 

・ 支援：ＪＡ岡山市、ＪＡびほく、おか酪びほく、備前県       

民局、岡山普及 

 
 岡山地域飼料稲ＷＣＳ生産利用連絡会が中心になって生産推進 

（事務局：岡山農業普及指導センター） 

・ 範囲：岡山市、瀬戸内市、吉備中央町 

 
東備農業普及指導センターが生産推進 

・ 範囲：赤磐市 
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・ 収穫調製：アグリアシストシステム株式会社 

 畜産農家本人 

       ・ 利用農家調整：おか酪指導部 

・ 支援：備前県民局、市、ＪＡ岡山東、水田協 

 
○ 備中県民局管内 

 おかやま酪農協備南事業所が中心になって利用農家調整 

・ 範囲：倉敷市、総社市、高梁市、矢掛町 

 ・ 収穫調製：アグリライフ岡山（倉敷市、高梁市、矢掛町） 

 （株）ウエストカントリー（総社市） 

 三輪地区営農推進組合（総社市） 

              社団法人矢掛町畜産公社（矢掛町） 

・ 支援：備中県民局、倉敷・高梁普及、市町、ＪＡ岡山西、ＪＡび  

ほく、水田協 

 
     岡山西農業協同組合が中心になって生産推進 

       ・ 範囲：倉敷市、総社市 

・ 支援：備中県民局、倉敷普及、市、水田協 

 
     矢掛町飼料用稲推進協議会が中心になって生産推進 

                   （ 事務局：倉敷かさや農協矢掛営農センター） 

       ・ 範囲：矢掛町 

       ・ 支援：備中県民局、井笠普及、町、水田協 
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     新見市農林業振興技術者連絡協議会が中心になって需給調整 

（事務局：新見農業普及指導センター） 

・ 範囲：新見市、総社市 

･ 収穫調製：（株）ウエストカントリー 

・ 支援：新見市、備中県民局畜産第２班、神郷農業公社、 

ＪＡ阿新、（有）哲多和牛牧場、水田協 

 
新見市農林課が中心になって生産推進 

  ・ 範囲：新見市 

 
○ 美作県民局管内 

     おかやま酪農協指導部が中心になって需給調整 

・ 範囲： 津山市、久米南町、美咲町、鏡野町、勝央町、美作市 

       ・ 収穫調製：津山地区飼料生産コントラクター組合（津山市、美咲町） 

 アグリアシストシステム（津山市、久米南町、鏡野町） 

 アグリライフ岡山（津山市） 

              勝英コントラクター組合（勝央町、美作市） 

・ 支援：美作県民局、津山、勝英普及、市町、ＪＡ津山、水田協  

 
 津山地域飼料稲生産利用研究会が中心になって耕畜連携推進 

                （事務局：津山農業普及指導センター） 

 ・ 範囲：津山市、久米南町、美咲町、鏡野町 
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 奈義町飼料稲耕畜連携推進協議会が中心になって需給調整 

 （事務局：勝英農協 畜産事業所） 

 ・ 範囲：奈義町 

 ・ 収穫調製：勝英コントラクター組合 

・ 利用農家調整：ＪＡ勝英畜産事業所 

･ 支援：奈義町、美作県民局、勝英普及、おか酪、水田協 

     
     真庭市管内の耕種・畜産農家の個々の連携により需給調整 

 ・ 範囲：真庭市 

 ・ 収穫調製：アグリアシストシステム株式会社 

 ・ 支援：美作県民局畜産第２班、真庭普及、市、ＪＡ真庭、水田協 

 
（２）イネＷＣＳの収穫・調製を実施しているコントラクター、営農集団 

 
 ＜コントラクター＞                      （単位：ha） 

収穫面積（Ｈ21 実績） 名    称 所在地 形 態 
自作 作業受託 計 

備 考 

アグリライフ岡山 岡山市 営農集団 
（耕種農家）

１３  ３２ ４５ H20~ 

社団法人 矢掛町畜産公社 矢掛町 社団法人   ２８ ２８ H20~ 

株式会社ウエストカントリー 
（社団法人新見市神郷農業公社） 

新見市 法 人 
（建設業者）

  ２０ ２０ H20~ 
（H１８~）

津山地域コントラクター組合 
（おかやま酪農業協同組合） 

津山市 農協直轄   ３３ ３３ H15~ 

アグリアシストシステム 
株式会社 

津山市 法 人   ２０ ２０ H21~ 

勝英コントラクター組合 
（勝英農業協同組合） 

奈義町 農協直轄   ２７ ２７ H20~ 
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＜営農集団＞                                                           （単位：ha） 
収穫面積（Ｈ21 実績） 名    称 所在地 形 態 

自作 作業受託 計 
備 考 

邑久郷粗飼料生産組合 岡山市 営農集団 
（畜産農家）

１５  ― １５ H18~ 

三輪地区営農推進組合 
（岡山西農業協同組合） 

総社市 営農集団 
（耕種農家）

１１   ― １１ H2１~ 

 
（３） ＷＣＳ用イネの栽培状況・推移 

 （単位：ha） 
 平成 

１５年 １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 
（見込）

２２ 

岡 山 市 11.2  9.69 10.82 10.52 16.5 24.69 29.71 37.26 

吉 備 中 央 町         1.12 8.47 

瀬 戸 内 市  4.16  4.76  4.92  5.59  5.57  4.55  4.71 11.03 

赤 磐 市  0.59  0.71  0.38  0.37  0.67  0.80  0.80 4.76 

井 原 市         0.26 

倉 敷 市       1.76  1.29 3.31 

矢 掛 町  2.47  0   0  2.06  2.06 20.03 34.55 37.57 

総 社 市       18.17 40.82 

高 梁 市        0.14 0.57 

新 見 市     2.00  6.50 10.29 10.91 18.48 

真 庭 市       1.42  1.82 6.97 

津 山 市 12.88 12.64 12.23 15.77 22.30 35.51 50.59 56.96 

美 咲 町        0.81  1.53 

久 米 南 町       3.83  5.04 7.32 

鏡 野 町        3.11 

美 作 市       2.06 5.02 

勝 央 町  1.97  1.25  1.25  1.24  2.07  0.96 11.15 14.03 

奈 義 町    1.00  4.12  7.30  11.89 22.96 24.90 

県        計 33.3 29.1 30.6 41.7 63.0 115.7 195.8 282.3 
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２．イネＷＣＳの収穫調製 

    イネＷＣＳはロールベールサイレージとして収穫調製されるのが一般

的であり、刈り取った稲をロール状態で高密度に圧縮梱包するとともに、

ストレッチフイルム（以下、「ラップ」とする。）で被覆して密封し、嫌

気状態にして乳酸発酵させたものである。 

 
   ＜サイレージ調製の基本技術＞ 

① サイレージ原料は雑草混入、病害虫被害が少なく、倒伏していな

い良質なものであること。 

② 適期に収穫すること。（水分含有率が６５％以下で、早刈りや刈り

遅れでないこと。） 

③ 適切な収穫調製作業で、土砂の混入が少なく、細断されているこ

と。 

④ 高密度のロール梱包であること。 

⑤ 収穫したロールを早期にラッピングすること。 

⑥ ロールの保管・管理を徹底すること。 

 
    通常、サイレージは乳酸発酵させており、好気発酵期（詰め込み後３

日まで）、乳酸発酵期（詰め込み後４～１３日）、安定期（詰め込み後１

４～２５日）の３段階の発酵過程を経ている。稲も他の飼料作物と同様

に、サイレージ調製の基本を守ることで良質なサイレージ調製が可能で

あるが、もともと稲には乳酸菌、可溶性糖類が少ないため、サイレージ
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化すると酢酸や酪酸が発生する可能性が高くなることから、良質なイネ

ＷＣＳに調製するには次のことに留意する必要がある。 

 
   ① 密封 

  梱包後に空気に長時間さらしていると、好気性微生物が材料草の糖

分を消費するため、梱包後はできるだけ短時間で密封作業を行う。

ラップの巻き数は多くするほど長期保存に適し、一般的には６層巻

きで完全に密封するが、通年給与のために長期保存する場合は８層

巻き以上が望ましい。また、ほ場では２層に仮ラッピングし、保管

場所に運搬後に再ラッピングすることも品質の安定化のためには有

効な方法である。 

     ② 梱包密度  

      専用収穫機や牧草用収穫機の体系とも乳酸発酵を促進するために、

材料中の空気を排除して、成形性のよいロールを作ると同時に、ロ

ールの梱包密度を高める必要がある。梱包密度の目標値は１５０

kg・ＤＭ／m3 以上であるが、密度が低い場合は乳酸菌を利用する

ことで発酵品質と貯蔵性を改善することができる。 

  ③  水分含有率 

  ＷＣＳ用イネの水分含有率は熟期の進行に伴い減少し、糊熟期か

ら黄熟期では水分含有率が７０％以下まで低下する。材料草の低水

分化に伴って乳酸発酵は抑えられるが、酪酸菌の増殖も抑制するこ

とができる。また、ＷＣＳ用イネの収穫・調製においては予乾しな

－8－



 

い場合も多いので、露等の付着が少ない時間帯に収穫することとし、

目標とする水分含有率は６５％以下である。 

 
  ④  乳酸菌添加 

  サイレージ発酵には一定量の乳酸菌数と乳酸菌が増殖するための

可溶性糖類が必要であるが、ＷＣＳ用イネには好気性細菌、カビ、

酵母菌等の不良菌の付着が多く、乳酸菌の数は少ない。また、乳酸

菌の栄養源となる可溶性糖類はトウモロコシに比べ遙かに低い。さ

らに、ＷＣＳ用イネの茎は堅い中空構造であり、トウモロコシなど

の飼料作物に比べ、ラップ内に残存する酸素量が多いため、嫌気的

条件を作るのは難しい。このため、製剤などで乳酸菌を補うことで、

高品質なイネＷＣＳの調製が可能である。 

  現在、乳酸発酵能力に優れ、イネＷＣＳの品質改善に高い効果を

有する優良菌株として、凍結乾燥添加剤「畜草１号」が商品化され

ている。「畜草１号」は水溶・噴霧タイプで、調製時の添加量はＷＣ

Ｓ用イネの新鮮材料草１トン当たり５g である。専用収穫機の場合は

刈取と同時に噴霧しているが、トラクター牽引の牧草用ロールベー

ラでは、ピックアップ時に噴霧している。 

      なお、現場で安価に出来る手作りの乳酸菌の「ＦＪＬＢ」（付着乳

酸菌事前発酵液）の製造調製は次のとおりである。 

               
 
 

－9－



 

 準備するもの：100 ﾘｯﾄﾙ分→イネ 20 ﾄﾝ分→約 100 ｱｰﾙ分 

 砂 糖       ５ｷﾛｸﾞﾗﾑ     

 酢         １．５ﾘｯﾄﾙ  

 新鮮な稲茎葉    ５ｷﾛｸﾞﾗﾑ 

 洗濯用ネット    １枚 （大型・細目） 

 サーモヒーター   １台 （熱帯魚用 ２００Ｗ） 

          重石        ２個 （約１ｷﾛｸﾞﾗﾑ） 

 pＨメーター    １台 

ローリータンク   １台 （容量 １００リットル） 

押し切り、はかり、ガーゼ、攪拌棒、温度計 

      作業手順  

 ① 稲を刈り取り、細断する 

 ・ 株元に泥が付いていないものを用い、高刈りする 

 ・ 稲を細断して、ネットに入れる 

         ・ ネットには重石を入れてタンクへ投入する 

②  タンクに水を満たし、砂糖２キログラム溶かして入れる。pＨ

４．２になるように酢を徐々に加える。 

 ③ ３０℃で発酵させる 

   ・ サーモヒーターを使って２５～３０℃で２日間保温する。 

 ・ １日１回程度、タンク内を攪拌する 

 ④ ネットを取り出す 
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 ・ pＨが３．５程度になっているのを確認し、ネットを

取り出す 

 ・ 培養液をベーラの噴霧装置に入れる直前に、砂糖３kg 

 を加え、よくかき混ぜて使用する 

 ⑤ ロール収穫時には３００kg ロールに約２Ｌを噴霧する 

･ 培養４日目を経過すると乳酸菌以外の菌も増殖してく

るので、培養４日目までに利用する 

 

３．収穫調製の適期等 

    ＷＣＳ用イネのＴＤＮ含量は完熟期が高いものの、生育が進むにつれ

て籾の糞への排出量は高くなる。このため、糞へ排出される籾の養分を

勘案すれば、ＴＤＮ収量が最大になるのは、黄熟期といえる。このよう

に籾の消化性と収穫時の脱粒性及びＴＤＮ含量、家畜嗜好性等を考慮す

ると、黄熟期に収穫するのが最も適当であり、黄熟期の稲は水溶性炭水

化物を１０～１２％含み、サイレージ調製に適している。 

出穂期から黄熟期に達するまでの期間は、品種の早晩性等で差があるが、

目安としては早生品種で２５～３０日、中生・晩生品種で３０～４０日

である。ただし、稲の登熟は高温多照条件下では促進され、低温少照条

件下では遅延するので登熟期の気象経過に注意すること。 

      
 
 
 
 

－11－



 

      ＜ ＷＣＳ用イネの熟期の判定方法 ＞ 

 
熟 期 出穂後の目安

日 数 
黄化籾の

割 合 

    稲  の  状 態 

乳熟期  10    日後 0 ％ 穂は黄緑色で、穀粒は葉緑素が存在

し、緑色。胚乳は乳状。 
糊熟期 10～25  0 穂は黄緑色で、穀粒は葉緑素が残っ

ており、黄緑色。胚乳は糊状。 
黄熟期 25～40 50～70 穂は黄緑又は褐色で、穀粒は葉緑素

が消失し黄色。胚乳はロウ状。穀粒

は爪で容易に破砕できる。 
完熟期 
 

40～50 
 

95 
 

胚乳は乾燥して固くなり、爪で破砕

できない。 

＊ 熟期の日数はクサホナミを指標とした日数であり、品種の早晩生や気

温等の影響によって変動する。 
 

 収穫調製時期で留意すべき点は次のとおり。 

・ 糊熟期以前に収穫調製する場合は水分含量が高いので、予乾

して水分調整すること。 

・ 収穫調製時期が遅れると、収量、サイレージ発酵品質、嗜好

性、消化率等が低下し、また、籾の収穫ロスが多くなる。 

・ 収穫調製時において、刈り遅れ、水分含有率が高い、雑草や

病害虫被害が多くみられる等、サイレージ調製条件に恵まれ

ない場合には、乳酸菌製剤等の発酵促進剤を添加して、品質

の確保に努めること。 

・ 雨の中での収穫や降雨直後の収穫では高水分サイレージと

なり、発酵品質が低下するので、避けること。 

・ 食用向け稲との作業競合を回避するため、播種方法、田植え
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時期、品種の早晩生等を組み合わせる等作付け体系を見直し、 

収穫調製適期を極力長く確保し、労働の平準化や機械稼働時

間の延長に努めること。 

  
     その他収穫調製時に留意すべき点は次のとおり。 

 ① ほ場の選定 

・ 大型機械が入り、食用向け稲よりも早期に落水でき、乾きや

すいほ場を選ぶこと。また、収穫調製時期の前に早めに落水

して、できるだけ田面を乾燥化し地耐力を高めておくこと。 

・ 周辺の農家と協力して団地化し、面積を５０a 以上できれば

１ｈa 以上を確保すること。 

・ 進入路の幅は 2m は必要。また、機械の入り口道、運搬車の

横付け道を確保できること。 

        ② 関係機関との連携 

収穫調製作業の開始前には、地域の関係機関（水田協、県

民局、普及センター、市町村、ＪＡ、おか酪等）、耕種農家、

畜産農家、コントラクター等が集まって、ほ場を巡回し、

立毛稲を評価するとともに、効率的な作業手順を決めるこ

と。 
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４．収穫調製機械作業体系及び選定 

    イネＷＣＳの収穫調製に当たっては、地域の作付品種、栽培面積規模、

作付・栽培管理体系、ほ場条件（乾田・湿田）、収穫調製時期の気象条件、

利用家畜、農作業の担い手、既存機械の有無、耕種農家と畜産農家の機

能分担・連携、一般飼料作物や稲わら収集への活用、コスト等を総合的

に検討して効率的な機械作業体系を選定する。 

    イネＷＣＳの収穫調製機械作業体系としては、予乾収穫体系（牧草等

収穫調製機械体系）、ダイレクト収穫体系（専用収穫調製機械体系、汎用

収穫調製機械体系）に大別される。 

 
  ① 牧草等収穫調製機械体系 

  本体系は、牧草類のサイレージ調製に広く普及しているトラクタ牽

引式作業体系（モア、テッダ・レーキ、ロールべーラ、ベールラッパ）

であり、畜産農家の現有する機械を活用することで、専用収穫機など

の新たな資本投資を必要とせず、機械コストの面で有利である。立毛

状態の稲をモアで刈り落とし、予乾のためテッダ・レーキで反転作業

を行うが、籾の脱粒化や土砂の混入を防ぐため、過度の反転作業は控

える。また、ロールベーラはサイレージ発酵を促進する観点から、カ

ッティング型を選定し、刈り取った稲を切断して、梱包密度を高める。 

この体系は大区画ほ場で排水良好な乾田の場合に適するが、湿田等

の排水不良田、軟弱ほ場、小区画ほ場では収穫調製作業が難しい場合

が多く、早い時期から落水して地耐力を高めておく必要がある。また、
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降雨後、機械がほ場に入れず刈り遅れの原因となることがある。 

  ② 専用収穫調製機械体系 

 立毛状態の稲の刈り取りと梱包作業を行うための専用収穫機は、コ

ンバイン型とフレール型と呼ばれる２つの機種のロールベーラがあり、

どちらも自走式ダイレクト収穫方式である。両タイプとも乳酸菌を添

加でき、刈取から梱包までの作業時間は概ね２０～３０分／１０a であ

る。 

 
 ア．コンバイン型専用収穫機 

  自走式コンバイン型カッティングロールべーラと自走式ベー

ルラッパの組み合わせであり、作業条件の悪い湿田等において

も収穫調製作業が可能な専用収穫機械（自走式、クローラ型）

である。自脱型コンバインの刈取り部と走行部を利用し、脱穀

部の代わりに材料の切断部とベール成形室を搭載したタイプで

ある。このタイプは操作がコンバインに類似しており、耕種農

家でも容易に機械操作ができる利点がある。従来の自走式コン

バイン型専用収穫機は、収穫作業中のロスが比較的に少ない利

点があったが、収穫し成形梱包したロールが穂先部分と株元部

分に分離し片側に穂先部分が偏り、梱包密度が低く、乳酸発酵

がやや不十分で乳酸菌添加が必要などの弱点があった。 

平成２０年度に新しいタイプのコンバイン型専用収穫機とし

て、細断型ホールクロップ収穫機が開発され、従来機よりも切
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断長が短く（３cm）設定されており、自脱型コンバインの刈取

部と搬送部の直下に２枚のディスクを水平に回転させることで

穂部と茎部を混合さすようにしている。さらに、ネット装置と

ロール成形部を搭載することで、細断された稲でも少ない損失

率で高密度なロールを成形できるようになっているが、作業速

度による重量変化が大きいので速度に注意が必要である。 

         メンテナンスで注意すべきこととして、切断長を保つために

も、定期的な刃の研磨が必要である。 

 
  ＜改良前の自走式コンバイン型専用収穫機＞ 

 ･ ロール直径 85cm、ロール幅 85cm、長切断、無切断 

          
 ＜改良した細断型ホールクロップ収穫機＞ 

 ･ ロール直径 100cm、ロール幅 85cm、切断長 3cm 

           
     イ．フレール型汎用収穫機 

        自走式フレール型ロールべーラと自走式ベールラッパの組

み合わせであり、刈取部にフレール式ハーベスタを装備し、ベ

ール成形室を搭載したコンビネーションベーラ（自走式、クロ

ーラ型）と呼ばれる。このタイプの収穫機はコンバイン型専用

収穫機と比較して、ベールがやや小さいが、籾に傷が付きやす

く、籾の消化性の向上に有効といわれている。汎用性も高く長

丈の飼料稲専用種、ソルゴーにも対応できる。また、予乾した
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わらのピックアップ、梱包にも利用できるが、この場合、稲の

刈高を高くし、刈り株の上に刈落として予乾させ、ピックアッ

プすることで土砂の混入が少なくなる。回転する刃で立毛稲が

刈取られ、切断、混合されるため、茎葉と子実（穂）が混合し、

梱包密度が比較的高くなり、乳酸発酵も良好であるが、コンバ

イン型に比べて籾の脱粒がやや多く、ロール放出時等の収穫ロ

スが多い。収穫ロスが多くなると、栄養的な損失ばかりでなく、

漏生籾が多くなり、翌春の食用稲の作付けの支障となる場合が

ある。結束は通常、トワイン掛けである。 

         平成２２年から、改良した収穫機が開発され、搬送、梱包部

分をベルトに改良して梱包密度を上げ、更に良質な乳酸発酵を

行うとともに、ロール放出時の収穫ロス減少を図っている。ま

た、結束はネット掛けとなっている。 

        メンテナンスで注意すべきこととして、切断長を保つために

も、定期的な刃の研磨が必要である。 

 
       ＜改良前の自走式フレール型収穫機＞ 

・ ロール直径 90cm、ロール幅 86cm、切断長 10~15cm 

 
＜改良後の自走式フレール型収穫機＞ 

・ ロール直径 100cm、ロール幅 86cm、切断長 10~15cm 
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 ウ．汎用型飼料収穫機 

  本機は専用収穫機と異なり刈取部を取り替えることで、ト

ウモロコシ、予乾牧草、ＷＣＳ用イネを収穫することができ

る。 

         このように、ＷＣＳ用イネ以外に牧草、飼料用麦、トウモ

ロコシ等の長大作物に活用でき、年間稼働時間を長く確保で

きる。 

         トウモロコシのアタッチメントはロークロップ式で 2 条刈

り、作業幅 1.5m であり、予乾牧草のアタッチメントはピック

アップ式で作業幅 1.6m である。 

  ＷＣＳ用イネの場合は、刈取部にリールヘッダアタッチメ

ントを装着することで専用収穫機と同様に立毛状態の稲を収

穫し、ロールの結束・放出の間もノンストップで作業でき、

作業幅は 2.06m で 6 条刈りである。 

         メンテナンスで注意すべきこととして、切断長を保つため

にも、定期的な刃の研磨が必要である。 

 
・ ロール直径 100cm、ロール幅 85cm、切断長 1.1~2.9cm 
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＜ イネＷＣＳ収穫機（クローラ型・自走式）導入状況 ＞ 

 
導入年度 事業実施主体 導入機械名 刈取方式 メーカー 切断長

  cm 
主な稼

働地域

平成 
１５ 

おかやま酪農協 
（津山コントラ利用） 

ホールクロップ収穫機 コンバイン

型 
タカキタ 

（クボタ） 
30~40 津山市

美咲町

旧久米

町 
 １８ 邑久郷粗飼料生

産組合 
飼料コンバインべーラ フレール型 ヤンマー 

（スター） 
10~15 岡山市

 １８ 新見市 
（ウエスト利用） 

    〃    〃   〃   〃 新見市

総社市

 ２０ アグリライフ 
岡山 

細断型 
ホールクロップ収穫機

コンバイン

型    
タカキタ 

（クボタ） 

3 県内 

  〃  哲多和牛牧場 
（ウエスト利用） 

飼料コンバインべーラ フレール型 ヤンマー 
（スター） 

10~15 新見市

総社市

  〃  阿新農協 
（井倉牧場利用） 

     〃    〃   〃  〃 新見市

  〃  おかやま酪農協 
（津山コントラ利用） 

細断型 
ホールクロップ収穫機

コンバイン

型 
タカキタ 

（クボタ） 
3 津山市

勝央町

 ２１  勝英農協 
（勝英コントラ利用） 

     〃    〃   〃   〃 奈義町

勝央町

美作市

  〃  三輪地区営農推

進組合 
飼料コンバインべーラ フレール型 ヤンマー 

（スター） 
10~15 総社市

  〃  矢掛町 
（矢掛畜産公社利用） 

     〃    〃   〃   〃 矢掛町

  
  〃 

アグリアシスト

システム株式会

社 

汎用型飼料収穫機  ヤンマー 
（ タ カ キ

タ） 

1.1~2.9 県内 
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・ 刈取作業時の留意点 

① ほ場の状態の確認は長靴を履いたままで、足の沈む深

さを測って目安にする。足の沈みが１cm までならク

ローラで作業できる。１cm 以上の場合は、ほ場が乾

くまで待つこと。 

② 作業速度は、主変速レバーと副変速レバーで適正な速

度を選択する。倒伏角度が大きい場合や水分が多い場

合は作業速度を遅くし、倒伏角度が小さい場合や水分

が少ない場合は作業速度を速くする。 

③ 刈高さ調節は、刈取部を上昇させて行う。通常は刈高

さ調節レバーを標準位置にし、湿田で機体前部が持ち

上がる場合は低の位置にする等、適正な高さを保つ。 

 

５．イネＷＣＳロールのラッピング及び運搬・保管 

  ロール状に梱包されたＷＣＳ用イネはベールラッパを使用して、ラッ

ピングするが、収穫されたロールはサイレージの品質向上のため、でき

るだけ早めにラッピングする。ロールのラッピングは一般の牧草等のロ

ールラップサイレージ調製の場合よりも、巻き数を増やして６層巻きと

する。また、通年給与のために長期間保管予定の場合は８層巻きとする

ことが望ましい。 

  ベールラッパの基本的機能・動作は①ロールの取り込み②ラップの巻

き付け③巻き付け位置をずらすためのロール回転④ロールの放出の４つ
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に分けられる。このうち最も中心的な動作はラップの巻き付けで、ロー

ルを載せたテーブルが回転するターンテーブル式とラップアームが回転

する回転アーム式に大きく分類される。 

使用するラップは厚さ２０～３０μ、長さ１，８００m のものが通常

用いられている。また、ラップ表面には接着糊が付着させてあり、片面、

両面糊付着の２種類あるが、接着しやすいことから両面糊付着のラップ

が多く用いられている。ラップは平成２年頃から急速に普及し、当初は

輸入物に頼っていたが、需要増加に伴い、現在では、国内メーカーも販

売している。 

 ラップの種類は国産・輸入合わせて２０種類前後が市販されており、

ほとんどがポリエチレンを主原料とし、寸法（幅、ロール径）、色等様々

で性能も異なる。ラップの性能としてはラップの伸びに関する特性、粘

着性、耐候性が重要となる。ラップの伸びに関する特性は長手方向に引

っ張った時の伸びと、幅がベールラッパに適合していることがポイント

で、通常はラップ作業において、元のラップの長さを１００とすれば１

５０～１８０に延伸され、５０ｃｍの幅が４０cm 程度になり、部分的に

色が薄くなったり、シワが入らないのが目安とされている。ベールラッ

プ操作ではストレッチ強度やベールの送り速度に注意して、重複率が安

定して５０％となっていることを確認しながら作業を進める必要がある。

また、伸張回復性が長期間持続し、カッターナイフで切った開封時にラ

ップが縮むものがよい。さらに、調製・貯蔵は長期にわたるので、外気
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温によってこれらの性能が極端に変化しないことも重要になる。 

ラップの巻き方は重複率５０％で、６層が標準されているが、重複率

が低いと部分的に層数が少なくなり空気が侵入しやすくなり、重複率が

高すぎるとシワが入って空気の侵入経路となったり、ラップ同士が密着

せず隙間を生じやすいことになる。また、ラップ使用量がかさみ不経済

となる。 

密封作業面では重複率が低下するような高速で巻き付けないことが必

要で、ベールラッパ上でのベールの転がり速度、ラップ繰り出し装置の

ブレーキの効き具合（ストレッチ強度）等で調整する。転がり速度やス

トレッチ強度が調整できない機種では、巻き付け速度を変えればある程

度対応できる。また、ラップ繰り出し装置の位置調整が大切で、ロール

の幅や直径に合わせて適正な位置にセットする。特に、可変径式ロール

ベーラでやや小さい径のロールを作った時には、ラップが水平に伸ばさ

れるように、繰り出し装置とロールの中心の高さを合わせておく必要が

ある。 

  ラッピングは非常に薄いラップを重ねて密封しており、ポイントとし

ては、ラップを設定通りに巻くこと、巻いたラップを破損しないこと、

穴が開いたら早急に補修すること等で機密性を保ち、品質を低下させな

いことに留意すること。また、ラップを設定通りに巻くためには、表面

の凸凹や変形していないベールを作り、ベールラッパに適合したラップ

を使用して、重複率が５０％となるようストレッチ強度を調整する必要
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がある。高速回転でするとラップの幅が狭くなり、重複率が低下して空

気が侵入しやすいので注意すること。 

    ラッピングしたロールには生産履歴として生産履歴ラベルを貼ること

で保管・流通・利用時の重要な情報となるので、ラベルには管理番号、

生産者氏名、市町村名、ほ場番号、栽培品種、収穫調製月日、収穫時の

状況、重量等を明記するように今後、本県でも取り組む必要がある。 

  ほ場でラッピングされたロールはベールグラブ等で運搬車に積載し、

保管場所まで輸送して、荷降ろし保管する。この輸送作業においては、

ベールグラブ等で密封後のロールを強く把持すると、ラップの破損だけ

でなく、ロールが変形し、材料草とフイルムの間に空気が侵入し、糸状

菌が増殖、腐敗する場合があるので、把持作業は丁寧に扱うことが必要

である。 

 なお、ラッピング後、直ちに移動さす場合は問題ないが、ラップ詰め

込み後は好気性発酵のため発酵ガスでラップ内が膨らむことから、膨ら

んでいる時は、出来るだけベールグラブ等で動かさないようにすること。 

  保管場所は台風等で冠水が予想される場所は避け、排水良好な平坦な

場所を選定する。屋外保管ではコンクリート盤上が最もネズミの食害を

受けにくく、砂利を敷いた場所も有効である。保管は縦置き、２段積み

程度とし、ロールの間隔は２０cm 程度とする。１０m 四方の面積に、直

径１．２m のロールの場合、２段積みで約８０ロールが保管できる。 

    また、細断・攪拌機能のないコンバイン型専用収穫機で収穫したロー
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ルで２段重ねの場合、下段ロールは穂を上向きに、上段ロールは穂を下

に向けて穂合わせして置くことで、ネズミの食害対策となる。 

  さらに、畜産農家から排出される使用後のラップは産業廃棄物である

ので、専門の業者で処理してもらう等、適正な処理を行う必要がある。 

 

６．イネＷＣＳロールの広域流通 

  イネＷＣＳの生産は、畜産農家が栽培管理から収穫調製までの全ての

作業を行う自己完結的な体系から、栽培管理を耕種農家が行い、畜産農

家が収穫調製を行う作業分担的な体系に移行していたが、ＷＣＳ用イネ

の急激な面積拡大に伴い、栽培管理から収穫調製までの全ての作業を請

け負う組織の出現及び耕種農家が栽培管理をし、収穫調製については営

農集団、コントラクター等の組織体が請け負い、畜産農家へ流通する体

系が主流になりつつある。 

  このような状況の中、生産ほ場が平坦地、利用する畜産農家が中山間

地に位置することも多く、広域な流通への対応が必要になってきている。 

   このため、ＷＣＳ用イネの生産ほ場近くに一時保管場所を設け、後日、

集中的に畜産農家へ搬送する事例が最近多くなっている。 
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 ＜ イ ネ Ｗ Ｃ Ｓ の 品 質 対 策 ＞ 

 

 

 

トラブル内容 原    因 対     策 
鳥害によるラップの破れ ・鳥網を張る 

・テグスを張る 
移動中、リフトによるラップ

の破れ 
・破れた箇所に専用テープを貼る 
・ラッピング後、発酵ガス発生時に

は移動しない 
水分が多い ・朝露、雨後の作業に注意 

・刈取り適期に作業する 
  （水分６０～６５％） 

ロールの形が悪い。ラッピン

グ前の崩れ、空気が入ってる

・トワインの結束の確認 
・ラップ巻き数を増やす 
・ロールの積込時に注意 

土の混入 ・刈取り作業時に刈高の調節 
・出来るだけ土の上に降ろさない 
・刈取り時のほ場の乾田化 

保管時の浸水 ・作業保管場所の整備 
 （床面のコンクリート、砂利敷き）

・災害時に浸水しない場所を確保 

 
 
 
 
カビの発生 
 
腐敗 

ネズミ対策 ・保管はコンクリート床上が適す 
・パレットシートの活用も有効 
・ロールは２段積みで、間隔は広く

茎が太い ・稲品種の選択 
・高刈りをする 

実が硬い ・刈取りは適期に実施 
・作付け時期を検討 

 
 
発酵不十分 
消化不良 

発酵不十分 ・乳酸菌の添加 
 

圧縮密度の差 ・成形時間を一定にする 
・作業速度に注意 

ロールの重量

差 
刈り取り時期の水分差 ・簡易な水分測定法の利用 
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７．「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律」に係る届出 

 

   耕種農家がイネＷＣＳを製造して、畜産農家へ販売する場合、「飼料の安

全性の確保及び品質の改善に関する法律」第５０条第１項の規定に基づき、

飼料製造業者届を農林水産大臣に提出する必要がある。 

   また、コントラクターが耕種農家から委託を受けてイネＷＣＳ等を生産

する場合は、コントラクターが飼料製造業者届を提出することとなる。 

   なお、畜産農家や畜産農家の集団が自らイネＷＣＳ等を生産し、自身ま

たは員内で利用する場合は届出の対象とはならない。 

   さらに、農協やコントラクターがイネＷＣＳの販売を仲介する場合は、販

売業者届が必要である。 

   飼料製造・販売業者届は最寄りの県民局農林水産事業部畜産班へ提出す

ることになるので、詳細は問い合わせすること。 

   飼料製造業者届、飼料製造業者届出事項変更届の様式は別添のとおり。 

 

８．参考資料 
    

（１）「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」 

 全国飼料増産行動会議、社団法人日本草地畜産種子協会： 

 平成２１年３月 

   （２）「飼料用稲専用収穫機を利用した飼料生産体系マニュアル」 

    愛媛県畜産試験場：平成１９年８月 
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   （３）「飼料用稲の小型ロールベール収穫・調整体系マニュアル」 

 株式会社タカキタ、独立行政法人農業・食品産業技術総合 

研究機構 近畿中国四国農業研究センター 

               平成１９年８月 

   （４）「粗飼料生産のシステム化と機械」 

 デーリィマン社：平成１０年１１月 

（５）「牧草用サイレージラップフイルム取扱マニュアル」 

 ホクレン施設資材部：平成１６年８月 

   （６）「稲発酵粗飼料貯蔵中のネズミ対策マニュアル」 

  独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 

東北農業研究センター：平成２１年８月 
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（様式） 飼 料 製 造 業 者 届 

 
 平成 年 月 日 

  
  農林水産大臣 

  殿 

 
     住  所 

                          氏  名                   印 

 
  下記のとおり飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律第５０条第１項

の規定により届け出ます。 

                 記 

 １ 氏名及び住所（法人にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所

の所在地） 

 ２ 飼料を製造する事業場の名称及び所在地 

 
 ３ 販売業務を行う事業場及び飼料を保管する施設の所在地 

 
 ４ 製造に係る飼料の種類及び名称 

 
 ５ 飼料の製造の開始年月日 

 
 ６ 製造する飼料の原料又は材料の種類 

 
 ７ 飼料を製造する施設の概要 
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（様式）   飼 料 製 造 業 者 届 出 事 項 変 更 届 

 
 平成  年 月 日 

 
 
 農林水産大臣 

               殿 

 
 住 所 

 氏 名           印 

 
 
 さきに平成 年 月 日付けで飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法

律第５０条第１項の規定により届け出た事項に下記のとおり変更を生じたので、同

条第４項の規定により届け出ます。 

 
記 

 
 １ 変更した事項 

 
 ２ 変更した年月日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－29－









 

 

 ロールの下にパレットシート 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

「稲発酵粗飼料（イネＷＣＳ）の収穫・調製の手引き」検討委員会 

 
  氏  名           所      属  

岡 田 英 樹 岡山県農林水産部畜産課酪農飼料班 主任 

長 尾 伸 一 郎 岡山県農林水産総合センター畜産研究所飼養技術研究室 専門研究員 

内 田 義 男 〃        普及連携部普及推進課 副参事 

石 原 聖 康 岡山県コントラクター協議会 会長（アグリアシストシステム株式会社長）

今 川 勝 己 ヤンマー農機販売株式会社中四国カンパニーサービス営業部 部長 

千 葉  茂     〃         〃  東中国支社営業管理部 専任部長 
本 荘 司 郎＊ 社団法人 岡山県畜産協会経営指導部 部長 

            ＊ 編集責任者 
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